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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年10月22日(2009.10.22)

【公開番号】特開2007-270122(P2007-270122A)
【公開日】平成19年10月18日(2007.10.18)
【年通号数】公開・登録公報2007-040
【出願番号】特願2006-325899(P2006-325899)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  81/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   3/05     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 123/14     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 151/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 171/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  81/02    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   3/05    ＣＥＳ　
   Ｃ０９Ｄ 123/14    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 151/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 171/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/32    １０３　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月3日(2009.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロピレンとプロピレン以外のα－オレフィンとの共重合体であるプロピレン－α－オ
レフィン共重合体（Ａ）に、親水性高分子（Ｂ）が結合してなる重合体（Ｃ）を、５０％
粒子径０．５μｍ以下で水に分散させてなる樹脂分散体であって、
　前記共重合体（Ａ）のプロピレン含量が５０モル％以上１００モル％未満であり、かつ
共重合体（Ａ）の重量平均分子量Ｍｗが１０、０００以上であり、
　樹脂分散体の界面活性剤含有量が重合体（Ｃ）１００重量部に対し１５重量部以下であ
ることを特徴とする、樹脂分散体。
【請求項２】
　共重合体（Ａ）の分子量分布Ｍｗ／Ｍｎが３．５以下である、請求項１に記載の樹脂分
散体。
【請求項３】
　共重合体（Ａ）がシングルサイト触媒を用いて製造されてなる、請求項１又は２に記載
の樹脂分散体。
【請求項４】
　共重合体（Ａ）がプロピレン－ブテン共重合体である、請求項１乃至３のいずれか１項
に記載の樹脂分散体。
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【請求項５】
　共重合体（Ａ）は、融点Ｔｍが１００℃以下であり、結晶融解熱量ΔＨが６０Ｊ／ｇ以
下である、請求項１乃至４のいずれか１項に記載の樹脂分散体。
【請求項６】
　共重合体（Ａ）は、昇温溶出分別法において６０℃以下で９５重量％以上が溶出する、
請求項１乃至５のいずれか１項に記載の樹脂分散体。
【請求項７】
　共重合体（Ａ）が実質的に塩素を含まない、請求項１乃至６のいずれか１項に記載の樹
脂分散体。 
【請求項８】
　重合体（Ｃ）が、５０％粒子径０．３μｍ以下で水に分散されてなる、請求項１乃至７
のいずれか１項に記載の樹脂分散体。
【請求項９】
　重合体（Ｃ）は、共重合体（Ａ）に、親水性高分子（Ｂ）が（Ａ）：（Ｂ）＝１００：
１～１００：５００（重量比）の割合で結合してなる、請求項１乃至８のいずれか１項に
記載の樹脂分散体。
【請求項１０】
　重合体（Ｃ）は、共重合体（Ａ）と親水性高分子（Ｂ）とが、共有結合又はイオン結合
を形成して結合されてなる、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の樹脂分散体。
【請求項１１】
　重合体（Ｃ）が、共重合体（Ａ）に親水性高分子（Ｂ）がグラフト結合したグラフト共
重合体である、請求項１０に記載の樹脂分散体。
【請求項１２】
　重合体（Ｃ）が、共重合体（Ａ）１ｇ当たり親水性高分子（Ｂ）を０．０１～５ｍｍｏ
ｌ結合してなる、請求項１０又は１１に記載の樹脂分散体。
【請求項１３】
　親水性高分子（Ｂ）がポリエーテル樹脂である、請求項１０乃至１２のいずれか１項に
記載の樹脂分散体。
【請求項１４】
　親水性高分子（Ｂ）が反応性基を１分子当たり１以上有してなる、請求項１０乃至１３
のいずれか１項に記載の樹脂分散体。
【請求項１５】
　親水性高分子（Ｂ）が反応性基として少なくともアミノ基を有してなる、請求項１４に
記載の樹脂分散体。
【請求項１６】
　実質的に界面活性剤を含まない、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の樹脂分散体
。
【請求項１７】
　請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の樹脂分散体からなる、塗料。
【請求項１８】
　熱可塑性樹脂成形体（Ｆ）上に、プロピレンとプロピレン以外のα－オレフィンとの共
重合体であるプロピレン－α－オレフィン共重合体（Ａ）に、親水性高分子（Ｂ）が結合
してなる重合体（Ｃ）を含み、前記共重合体（Ａ）のプロピレン含量が５０モル％以上１
００モル％未満でありかつ共重合体（Ａ）の重量平均分子量Ｍｗが１０、０００以上であ
り、界面活性剤含有量が重合体（Ｃ）１００重量部に対し１５重量部以下である樹脂層を
有する、積層体。
【請求項１９】
　熱可塑性樹脂成形体（Ｆ）に、請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の樹脂分散体又
は請求項１７に記載の塗料を塗布し、加熱することにより樹脂層が形成されてなる、積層
体。
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【請求項２０】
　熱可塑性樹脂成形体（Ｆ）に、請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の樹脂分散体又
は請求項１７に記載の塗料を塗布し、加熱して樹脂層を形成する、積層体の製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
本発明者は上記目的を達成するため鋭意検討した結果、特定の性質を持つプロピレン－α
－オレフィン共重合体に、親水性高分子を所定割合で結合させるか又は酸性基を結合させ
た重合体を、界面活性剤を用いず、或いはごく少量の界面活性剤とともに水に分散させる
ことで、優れた特性の樹脂分散体が得られることを見いだし本発明に至った。
即ち本発明は、プロピレンとプロピレン以外のα－オレフィンとの共重合体であるプロピ
レン－α－オレフィン共重合体（Ａ）に、親水性高分子（Ｂ）が結合してなる重合体（Ｃ
）を５０％粒子径０．５μｍ以下で水に分散させてなる樹脂分散体であって、前記共重合
体（Ａ）のプロピレン含量が５０モル％以上１００モル％未満であり、かつ共重合体（Ａ
）の重量平均分子量Ｍｗが１０，０００以上であり、樹脂分散体の界面活性剤含有量が重
合体（Ｃ）１００重量部に対し１５重量部以下であることを特徴とする、樹脂分散体に関
する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
また本発明は、共重合体（Ａ）の分子量分布Ｍｗ／Ｍｎが３．５以下である樹脂分散体に
関する。
また本発明は、共重合体（Ａ）がシングルサイト触媒を用いて製造された樹脂分散体に関
する。
また本発明は、共重合体（Ａ）がプロピレン－ブテン共重合体である樹脂分散体に関する
。
更に本発明は、共重合体（Ａ）が、融点Ｔｍが１００℃以下であり、結晶融解熱量ΔＨが
６０Ｊ／ｇ以下である樹脂分散体に関する。
更に本発明は、共重合体（Ａ）が、昇温溶出分別法において６０℃以下で９５％以上が溶
出する樹脂分散体に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
また本発明は、共重合体（Ａ）と親水性高分子（Ｂ）とが、共有結合又はイオン結合を形
成して結合されてなる樹脂分散体に関する。
また本発明は、重合体（Ｃ）が、共重合体（Ａ）に親水性高分子（Ｂ）がグラフト結合し
たグラフト共重合体である樹脂分散体に関する。
また本発明は、重合体（Ｃ）が、共重合体（Ａ）１ｇ当たり親水性高分子（Ｂ）が０．０
１～５ｍｍｏｌ結合してなる樹脂分散体に関する。
また本発明は、親水性高分子（Ｂ）がポリエーテル樹脂である樹脂分散体に関する。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１５】
［比較例５］
実施例２と同様に溶融変性工程を行い、無水マレイン酸基含量０．８重量％、重量平均分
子量１５６，０００の無水マレイン酸変性プロピレン－ブテン共重合体を得た。
次に、１Ｌガラスフラスコに還流冷却管、温度計、窒素ガス吹込み管、攪拌機を設置した
後、上記無水マレイン酸変性プロピレン－ブテン共重合体２００ｇとトルエン２００ｇを
仕込み、窒素ガスを吹き込みながら１１０℃になるまで加温、撹拌した。
昇温後、無水マレイン酸１０ｇとパーブチルI ３．０ｇを加え、その後３０分ごとにこの
操作を３回繰り返した（計４回）のち、７時間同温度で攪拌を続けて反応を行った。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３５】
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【表３】


	header
	written-amendment

